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ホタテガイ幼生分布調査に有用な免疫染色技術の実用的

改善

清水洋平，狩野俊明，成田伝彦，板倉祥一，

榎本洸一�，戸田真志，川崎琢真，高畠信一，
岩井俊治，山下正兼

ホタテガイ幼生の分布調査では，幼生の判別を容易に

するため，ホタテガイ幼生のみを染色する免疫染色法が

活用されつつある。本研究では，現場でみられた免疫染

色の不安定性の原因を試料の取り扱い方法，特に固定方

法にあると考え，確実にホタテガイ幼生を染色するため

の，試料の固定条件を検討した。その結果，0.9％ホルム
アルデヒド海水溶液または0.5％グルタールアルデヒド海
水溶液で試料を一晩固定することで，良好な免疫染色結

果が得られた。また，1％グルタールアルデヒド海水溶液
を用いると固定時間を1時間に，また4％グルタールアル
デヒド海水溶液を用いると30分に短縮できることが明ら
かになった。抗体反応時間と発色反応時間をともに30
分から20分程度に短縮でき，免疫染色工程が全体で1時
間10分程度となった。

根室管内におけるサケの放流場所と河川回帰の関係

春日井 潔，佐々木義隆

北海道東部の根室管内の11放流・捕獲河川における1984
～2010年級の放流尾数と4年後の河川捕獲尾数から，サケ
の放流場所と河川回帰の間の関係を検討した。各河川の

河川回帰率の平均値と降河距離との間には有意な正の相

関が認められ，降河距離が短いほど河川回帰率が低かっ

た。また，河川回帰率の変動係数と降河距離との間には

有意な負の相関が認められ，降河距離の短い河川では河

川回帰率が大きな変動を示した。

北海道東部の河川と海中に放流したサケの回帰と河川遡

上率

宮腰靖之，藤原 真，安藤大成，永田光博

2003～2005年，北海道オホーツク海側東部地区におい
て，河川および漁港内に設置した生簀から同数の標識サ

ケ稚魚を放流し，沿岸および河川への回帰数を比較した。

沿岸への回帰数は，2003年放流群では海中放流群が河川
放流群を上回ったものの，2004年および2005年放流群で
は逆に下回った。河川への回帰数は海中放流群が常に少

なく，河川遡上率は低下することが明らかとなった。こ

のことから，海中放流は有効な放流手段の一つとはなり

得るものの，河川遡上率が低下することから，親魚確保

には不適であることが確認できた。また，河川放流群と

海中放流群では沿岸での漁獲時期や成熟度にも違いがみ

られた。

北海道沖北部日本海でアニサキス幼虫に寄生されたオキ

アミ（Thysanoessa longipes ）（短報）

浅見大樹

2014年4月，北海道沖北部日本海，津軽海峡周辺海域の
松前沖で採集されたオキアミ，Thysanoessa longipesの血体

腔内にアニサキスⅠ型幼虫（Anisakis simplex s.s．）と推定
される寄生を観察した。北海道沖北部日本海でアニサキ

スⅠ型幼虫に寄生されたオキアミT. longipesの確認は初め

てである。

Ａ５３１ 北水試研報 ８９ １－８ ２０１６ Ａ５３２ 北水試研報 ８９ ９－１５ ２０１６
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北海道，噴火湾における麻痺性貝毒原因プランクトン

Alexandrium tamarense のブルーム形成要因について（資

料）

吉田秀嗣，金森 誠，佐藤政俊

北海道噴火湾における麻痺性貝毒原因プランクトン

Alexandrium tamarenseのブルーム形成のメカニズム解明や
ホタテガイ出荷規制の事前予測に関する基礎資料を得る

ため，2000～2014年のブルーム年と非ブルーム年の海洋
環境および気象について比較検討した。ブルーム形成要

因の可能性として，底層水温，表層水の鉛直安定度，降

水量，日照時間，風向風速が考えられた。このうち，ブ

ルーム年に降水量が多かったことは，表層水の塩分低下

による鉛直安定度の増大をもたらし，湾内に流入する栄

養塩等を増大させている可能性があり，さらに日照時間

が少ないこととも関連すると考えられる。以上から，A.
tamarenseのブルーム形成要因としては，降水量が直接的
にも間接的にも特に重要と考えられた。また，降水量と

麻痺性貝毒によるホタテガイ出荷規制との関係を示した。

Ａ５３５ 北水試研報 ８９ ２７－４０ ２０１６
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